
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 名 氏    名 推 薦 団 体 新・再 役 職 名 氏    名 推 薦 団 体 新・再 

会 長 大塚 力久 学識経験者（大牟田市推薦） 再 理 事 杉野有美子 ボランティア団体代表 再 

副 会 長 萬矢 勝保 校区社会福祉協議会代表 再 〃 松鳥 哲也 社会福祉関係公務員代表 再 

〃 西山   明 民生委員・児童委員代表 再 〃 櫻井ちはる 市議会代表 新 

常務理事 内田   勉 学識経験者（大牟田市推薦） 新 〃 中村 秀一 学識経験者（大学教授） 再 

理 事 田中  吉典 校区コミュニティ代表 新 監 事 猿渡 保生 学識経験者（社会福祉法人） 再 

〃 井田   謙 社会福祉事業施設代表 再 〃 内田 伸哉 学識経験者（元福岡県職員） 再 

〃 泉田 健一 福祉団体代表（大障協） 新  

役 職 名 氏    名 推 薦 母 体 新・再 役 職 名 氏    名 推 薦 母 体 新・再 

評 議 員 三浦 紀子 校区社会福祉協議会代表 再 評 議 員 原田カズ子 福祉団体代表（母子会） 新 

〃 相川 浩一 校区社会福祉協議会代表 再 〃 松尾サダ子 福祉団体代表（大障協） 再 

〃 山田 修司 校区社会福祉協議会代表 再 〃 田中百合子 ボランティア団体代表 再 

〃 松延 隆広 校区社会福祉協議会代表 再 〃 平田 聖子 NPO法人代表 再 

〃 水田 加納 校区社会福祉協議会代表 再 〃 大倉野素子 社会福祉関係公務員代表 再 

〃 德永 春男 校区社会福祉協議会代表 再 〃 三宅智加子 市議会代表 再 

〃 森  良 子 民生委員・児童委員代表 再 〃 池端 祥久 弁護士 再 

〃 德永 京子 民生委員・児童委員代表 再 〃 立石   修 大牟田医師会 新 

〃 松村 重光 校区コミュニティ代表 再 〃 関    誠 帝京大学医療技術学部 再 

〃 壬 生  太 社会福祉事業施設代表 再 〃 奥薗 征裕 大牟田商工会議所 再 

〃 緒方荘二郎 社会福祉事業施設代表 再 〃 井上 信弘 共同募金会大牟田市支会 再 

〃 荒木 陽子 福祉団体代表（老ク連） 再  

回 日   時 講 義 内 容 講   師 

第１回 
７月３０日（水） 

１0：0０～12：00 

「不登校・ひきこもりの現状及び 

サポーターの心構えと役割」 

筑後市社会福祉協議会 

卜部
う ら べ

 善行
よしゆき

さん 

第２回 
９月２４日（水） 

１０：００～12：00 

「不登校・ひきこもりサポーターのヒントと 

関わり方のコツ」 

筑後市社会福祉協議会 

卜部
う ら べ

 善行
よしゆき

さん 

第３回 
１１月１２日（水） 

１３：３０～15：30 

「不登校・ひきこもりの現状と 
その理解と支援について 

～当事者の笑顔をめざして～」 

教育文化研究所 

代表 長阿彌
ち ょ う あ み

 幹生
み き お

さん 

不登校・ひきこもりは本人や家族だけの要因で起こる状態ではなく、心の状態や様々な要因・環境が相互に

影響して表れる現象です。不登校・ひきこもりの状態を正しく理解することが、適切な支援に繋がると考えて

います。 

昨年に続き、不登校・ひきこもり支援に関心のある市民を対象に、不登校・ひきこもり当事者とその家族に

対する理解者を増やすとともに、寄り添い伴走するサポーターの養成を目的に、「不登校・ひきこもりサポータ

ー養成講座」を開催します。全３回を受講された方には修了証をお渡しします。 

  ※会場は、いずれも大牟田市総合福祉センター ２階 大会議室（瓦町 9-3） 

 

【申込はこちら】 

    

申込締切：７月１８日(金) 

【主 催】 大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議 

大牟田市社会福祉協議会 

【定  員】 ５ ０名    【受講料】 無 料 

【問合せ】 生活支援相談室 ３２－８８５１ 

【問合せ】 生活支援相談室  TEL：０９４４－３２－８

不登校・ひきこもりサポーター養成講座（初級編）を開催します！ 

令和７年度 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

社協事務局通信 
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電話 57-2519  FAX 57-2528 

E-mail：omshakyo@omshakyo.or.jp 

 

Information 

行政書士相談 ７月１６日（水） 32-8851 

 

＊＊＊ご寄付・助成金ありがとうございました＊＊＊ 

大牟田デイジーライオンズクラブ様より、「子ども・地域食堂」に役立てて下

さいとご寄付をいただきました。 

ご寄付の使途については、昨年度創設した「子ども食堂基金」へ積立を行い、

今後、大牟田市内に「子ども・地域食堂」を広げていくための資金として有効に

活用させていただきます。ありがとうございました。 

九州北部税理士会様より、「不登校・ひきこもり家族の会“ふきのとう”」に

対して、助成金が交付されることになり、６月１９日に開催された「九州北部税

理士会定期総会」の際に、助成金贈呈・交付式があり、出席いたしました。 

今回交付いただいた助成金は「不登校・ひきこもり家族の会“ふきのとう”」

の活動資金として利用させていただきます。 

九州北部税理士会の皆様、本当にありがとうございました。 

 

大牟田デイジーライオンズクラブ 様 

【編集後記】 
大牟田市の旧三池炭鉱関連施設を含む「明治日本の産業革命遺産」の世界文化遺産登録から７月で１０周年を迎える

とのこと。大牟田市の宮原坑、三池炭鉱専用鉄道敷跡、三池港が構成資産に含まれ、今後各地で様々な記念事業が行わ

れます。三池炭鉱は１９９７年３月３０日に閉山し、今では、市民の方でも、炭鉱の坑内を知らない人がほとんどでは…。 

「石炭産業科学館」には、閉山前に炭鉱の坑内で稼働していた採炭機械、掘進機械、天井を支える自走枠や坑内電車

が実際動く状態で展示されていますので、多くの皆さんに是非、足を運んでいただきたいと思います。  

                                    （ちょっと炭鉱に詳しい総務課勤務の上原でした！） 

 

大牟田市社会福祉協議会 第３回理事会において 
 新役員体制（令和７～８年度）が発足しました 

６月２４日、第１回評議員会において、理事１１名、監事２名が選任されました。新たに理事に選任された方が４名（田中氏・泉田

氏・櫻井氏・内田氏）、再任された方が７名となり、監事の２名も再任となりました。 第１回評議員会終了後、第３回理事会にお

いて、会長に、大塚氏（再任）、副会長に、萬矢氏(再任)と西山氏（再任）、常務理事には、内田氏（新任）が選定されました。 

 
 

※任期は、令和９年６月に行われる定時評議員会まで 

第１回評議員会（理事・監事の選任） 評議員選任・解任委員会(評議員の選任) 
   

第３回理事会（会長・副会長等の選定） 

大牟田市社会福祉協議会 第１回評議員選任・解任委員会において 
 評議員（令和７～１０年度）が選任されました 

６月１８日、第１回評議員選任・解任委員会において、新任が２名（原田氏（母子会）、立石氏（医師会））、再任された方が２１名、

合わせて２３名の方々が、評議員に選任されました。任期は、令和７年６月２４日、第１回評議員会以降からとなります。 

 
 
 

※任期は、令和１１年６月に行われる定時評議員会まで 

九州北部税理士会 様 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１４日、ＮＰＯ法人 福岡被災地前進支援の理事長 吉田 敦さんを講師にお招きして、 

「ボランティアの始め方～災害ボランティアの心構え～」をテーマに災害ボランティア講座を開催しました。 

当日は、大雨の予報が出ており開催が危ぶまれましたが、無事に開催するこ 

とができ、高校生２名を含む３１名の方々にご参加いただきました。学校や地

域に呼びかけたことで、学生の他、実際、地域で防災訓練に参加されている方

や防災士の資格を持っていらっしゃる方にもお越しいただきました。 

講義の内容は、「災害ボランティアの活動に行くにはどういう服装で行くの

か」「何を持っていくのか」などの基礎的なことから、吉田さんの経験に基づく

災害ボランティアの心構えや体験談を含めた内容があり、参加者の方々からも

「大変良かった」「知見が広がった」などの感想をいただきました。 

また、講座の中では災害対応のジレンマを伝承する防災カードゲーム 

の「クロスロード」を行い、設問を通して、答えのないピンチに遭遇した 

ときのことを考えることができ、自分の意見を出したり、相手の意見を

聞いたりしながら、参加者同士の交流を図ることもできました。 

当日参加いただいた方々の中から、１１名が新たに災害ボランティア事

前登録をしていただきました。災害が起きないことが一番ですが、災害

が起こった際には、一緒に活動してくださる仲間が増えたことを大変嬉

しく思います。 

 

  梅雨に入り、「線状降水帯」や「災害」という言葉をニュースでたびたび見るようになってきました。本会でも
災害に備えて、６月１３日に「災害ボランティアセンター設置運営訓練」を行いました。      

今回の訓練では、前半は災害ボランティアセンターを開設する前の準備について、職員同士で話し合いまし

た。何が必要なのか、どんな手順で準備するのかを確認することで、災害ボランティアセンターが、いつ立ち上が

っても迅速な対応ができるように、職員間の情報共有を図りました。 

後半は職員がボランティア役として、受付からボランティアの活動報告をす 

るまでの一連の流れを体験し、各担当の職員は役割を確認しながら実践に近

い形で訓練しました。ボランティア役から疑問に感じたところを質問してもら

うことで、お互いにボランティアセンターへの理解を深める事ができました。 

これからも平常時から自主的な訓練を行い、いつ、どこで起こるか分からな

い災害に備え、万全を期していきたいと考えています。 

 

「手鎌校区合同研修会 with防災危機管理室」が開催されました！ 

「災害ボランティア設置運営訓練」を行いました！ 

「災害ボランティア講座・事前登録説明会」を開催しました！ 

※「地域支え合いマップ」とは…地域の中で気になる方（ひとり暮らし高齢者、高齢夫婦世帯、介護が必要な方等）について、その方の

困りごとやご近所でつながりのある支援者など、参加者が知っていることを拡大した住宅地図（マップ）に書き記し、線でつないでい

きます。住民同士のつながりや、日頃の支え合いの関係性をマップ上に記したものです。 

梅雨入り前の６月７日、「令和７年度 手鎌校区合同研修会」が開催されました。手鎌校区合同研修会は校区社協・

民児協・まち協等の地域活動実践者約７０名が、一堂に会する研修会で、今回は、大牟田市防災危機管理室との初

めての共同開催で、第１弾として、「地域支え合いマップ※」の情報の更新作業を行い、その後に第２弾として更新

した「地域支え合いマップ」に防災機能を付与する作業を行いました。日常生活の見守り・声掛け等の支援に加え、

毎年のように起こる梅雨末期の大雨等に備え、住民の命を守る防災活動の支援にも力を入れてまいります。 
 

令和７年度 ふれあいサロン連絡会   「ＶＲ回想法」＆「ｅスポーツ」 

６月１９日にイオンモール大牟田で、「令和７年度ふれあいサロン 
連絡会」を開催いたしました。市内のサロン１４６ヵ所の世話人・関係 
者に呼びかけて、午前と午後の部の２回に分けて実施し、約２００名 
の方々の参加がありました。 
今回は、帝京大学 福岡技術学部 作業療法学科の沖雄二教授が 

ＶＲ回想法※について講演。VR（バーチャルリアリティー・仮想現実） 
を活用すれば、臨場感あふれる体験をすることができると沖教授 
から説明を受け、参加者は帝京大学の学生のサポートで、ゴーグル 
を着用し、昔懐かしい大牟田のマチを散策したり、日本国内や海外 
へ旅行体験や仮想のボウリングゲームなどで楽しみました。また、ｅスポーツによるゲーム「太鼓の達人」「ボウ
リング」などを体験しました。ＶＲやｅスポーツを通して、参加者と学生が、和やかな雰囲気の中で接している姿
を拝見して、この風景も昔懐かしく感じたところでした。 
沖教授をはじめ、帝京大学の学生の皆様、良い機会を提供いただきまして、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＶＲ回想法の普及と定着に向けて～帝京大学作業療法学科からの提言～】 
１．体験機会の継続的提供と内容の多様化…今回のように感動を伴うＶＲ体験会を定期的に開催し、より多く
のサロン関係者にＶＲの魅力を実感してもらうことが重要。ＶＲボウリングのようなゲーム性のあるＶＲコン
テンツも積極的に取り入れることで、サロン活動の多様化と参加者の継続的な興味喚起を図る。 

２．継続的な技術サポート体制の確立…帝京大学作業療法学科の学生ボランティア派遣を定期的に実施する
など、ＶＲ機器の操作方法のレクチャーなど、技術的な側面での継続的なサポート体制を構築することで、サ
ロン世話人の不安を払拭し、自立的な運用を促す。 

３．地域に根差したコンテンツの開発と活用…サロン参加者の「生まれ故郷に行きたい」という声に応えるため
大牟田市内や周辺地域の昔の風景、祭り、行事などを再現したＶＲコンテンツの開発を検討し、より地域に密
着した回想法体験を提供することで、共感性を高め、サロン活動の活性化へ繋げることが可能。 

４．成功事例の共有とコミュニティ形成…ＶＲ回想法を先行導入したサロンの成功事例を定期的に発表する意
見交換の場を設ける。ＶＲ活用のノウハウ・課題を共有できるコンテンツを形成することも普及促進には重要。 
 
【帝京大学 沖教授からのメッセージ】 
今回のイベントは、高齢者福祉と地域活性化に資するＶＲ技術の大きな可能性を示すものでした。帝京大学

作業療法学科としても、今後も大牟田市社会福祉協議会と連携し、地域に根ざした形で、ＶＲ回想法の普及と
発展に貢献して参りたいと考えております。              帝京大学作業療法学科 教授 沖 雄二 
 
 
 

ＶＲ回想法について講義される沖教授 

ＶＲ機器による故郷の風景を体験 ＶＲ機器による海外旅行を体験 ＶＲ機器によるボウリングを体験 

ｅスポーツ(ボウリング)を体験 ｅスポーツ(太鼓の達人)を体験 サロン関係者からの質問の様子 

※ＶＲ回想法とは…ＶＲ機器を使用した回想法のことです。馴染みのある風景や音楽を見たり、触れたりしながら、昔の経験や思

い出を語り合う心理療法。この馴染みのある風景などをＶＲで体験することで、写真で見るよりもよりリアルなイメージが呼び起

こされ、脳の活性化が期待できます。 

【ＶＲ回想法を体験～参加者の声～】 
・生まれ故郷の滋賀の琵琶湖に行きたいと思ったら、本当に行くことが出来た。素晴らしい。 

・以前、万里の長城へ行ったことがある。まさか！ここで、万里の長城へ行けると思いませんでした。 

・また、生まれ故郷の京都へ行きたい。 スフィンクスを見ることができて素晴らしかった！  

アメリカの自由の女神が見たい！ 

開設までの事前準備の情報共有 

防災カードゲーム「クロスワード」 

「災害ボランティアの心構え」の講話 

地域支え合いマップ更新の説明 防災危機管理室からの説明 公民館ごとのマップ更新作業 


